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研究成果の概要（和文）：美術教育の学力調査について、課題Ⅰ「英米の評価基準や評価方法の

検討」と課題Ⅱ「評価規準表の作成と評価方法の開発」の二つの側面から研究した。課題Ⅰに

ついては日米の学力調査の比較、認知的アプローチによるパフォーマンス評価の研究、英国ナ

ショナル・カリキュラム美術科の到達目標のねらいなどを明らかにした。課題Ⅱについては平

成 22 年に発表された国立教育政策研究所の「特定の課題に関する調査」を活用した解答類型を

用いた学力調査や教員の評価力向上を図る研修の在り方について明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）：In this research, we studied the evaluation method of the art 
education from two sides. First, we found the differences of the achievement test 
between the United States and Japan, the situated performance assessment in context 
by the cognitive approach, and the structure of the goals of the Art and Design of 
the British National curriculum. Second, by applying the achievement test of specific 
issues implemented by the National Institute for Educational Policy Research, we have 
confirmed availability of the test for training school teachers in primary and junior 
high schools. 
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１．研究開始当初の背景 

(1)学習評価の現状から 

平成 13年文部科学省は平成 10年の学習指導

要領改訂にともなって指導要録の参考様式

を改め、それを受けて国立教育政策研究所は

平成 14 年に「評価規準の作成、評価方法の

工夫改善のための参考資料－評価規準、評価

方法等の研究開発(報告)－」を作成した。小



中学校現場はこれらを参考に評価規準の作

成や詳価方法の開発などを行い一定の成果

を出した。平成 21 年当時、中央教育審議会

教育課程審議会は、平成 20 年の学習指導要

領改訂を踏まえ、より一層簡素で効率的な学

習評価が実施できる枠組みについて、専門的

な観点から検討を行っていた。 

 

(2)本研究に関連する国内外の動向から 

国内においては、小学校図画工作・中学校

美術科は、「教師の主観で作品を評価してい

る」「他教科と比べて評価規準を作成するの

が難しい」などの課題を抱えていた。評価方

法についての研究は少なく、わずかに京都市

の美術教育研究会のテスト結果報告、山崎貞

登（上越教育大学）らの技術科におけるルー

ブリックの研究があった。国外に関しては、

本研究分担者の研究による全米学力調査の

研究、認知的アプローチによるパフォーマン

ス評価の研究、英国のナショナル・カリキュ

ラムの到達目標に関する報告などが報告さ

れていた。 

 

２．研究の目的 

 本研究は美術教育に適した評価方法の開発

を通して、美術教育における学力を的確に把

握することを目的とする。そのために本研究

は英米の美術教育における評価基準や評価方

法を検討する。同時に平成23年度の新学習指

導要領の完全実施を想定した評価方法の開発

を行う。具体的には評価規準表や解答類型の

作成、評価方法の提案などであり、これは教

育現場が直面する課題の解決に結びつくとと

もに、分かりにくいとされる美術教育の学力

を明確にすることにつながると考える。 

 

３．研究の方法 
 本研究では「課題Ⅰ」「課題Ⅱ」の二つの
側面から課題の解決に取り組む。 

(1) 課題I ：英米の評価基準や評価方法の検

討 

① イギリスのナショナル・カリキュラムに

おける到達目標の分析。到達目標や評価

基準表の翻訳、キーステージごとの事例

の収集と分析を行う。 

② 全米学力調査の実際および汎用性の検討。

全米学力調査美術部門の翻訳及び評価の

実際を報告するとともに、日本において

の有効性を検討する。 

③ ポートフォリオを用いた学習評価の事例

研究。アメリカにおける先行研究である

H・ガードナーを中心とする認知的アプロ

ーチによるポートフォリオを用いた学習

認価の支援システムの事例を検証する。 

 

(2) 課題Ⅱ：評価規準表の作成と評価方法の

開発 

① 学習指導要領及び指導要録をもとにした

特定課題の開発。平成20年告示の新学習

指導要領及び平成21年度末までに公表さ

れる予定の指導要録の評価の観点をもと

に、絵や工作などの特徴的な題材におい

て評価を目的とした特定の課題を作成す

る。 

② パフォーマンス評価の具体化。表現活動

や鑑賞活動における児童・生徒のパフォ

ーマンス評価の方法を検討する。特に制

作過程等のプロセスを記録し相互行為分

析することで評価の進め方を技術的に検

証する。 

③ 開発した評価方法の検証。開発した特定

課題を評価規準表、解答類型、パフォー

マンス評価等をもとに分析し、小学校や

中学校における実地調査やアンケート調

査等で検証し、汎用性を高めた上で広く

公開する。 

 
４．研究成果 
(1) 「課題 I ：英米の評価基準や評価方法の

検討」について 
① 英国ナショナル・カリキュラム（イング

ランド）美術科における学習プログラム
の変遷（1992 年から 2007 年）を明らか
にし、1999 年版から 2007 年版への移行
期における到達目標との関係とともに、
研究資料として研究成果パンフレット
やウェブ等に公開した。
http://www.geijutsu.tsukuba.ac.jp/~
naoe 

② 日米の大規模な評価調査の比較研究を
行った。日本では「特定の課題調査」の
図工・美術に関する調査について、米国
ではＮＡＥＰの視覚芸術(Visual Arts)
の調査について分析・整理し、それらを
比較対照した。統計的な処理を必要とす
る大規模な調査の利点（全国的な大きな
傾向を把握できる）と限界（地域や学校
の特性を反映できない）を明らかにし、
大規模評価調査の手法が個々の地域や
学校の実践に応用できることと普段の
授業評価の手法を大規模調査にも活用
するための提言を行った。 

③ 図画工作科・美術科におけるポートフォ
リオ評価とパフォーマンス評価につい
ては、調査を行う過程で特にプロジェク
ト ・ ゼ ロ の MLV(Making Learning 
Visible）における「見えない学びや思
考を見えるようにする」評価方法の提案

http://www.geijutsu.tsukuba.ac.jp/%7Enaoe
http://www.geijutsu.tsukuba.ac.jp/%7Enaoe


として、状況、場、文脈を考慮した可視
化という観点より美術におけるパフォ
ーマンスのコンテンツ分析・整理ととも
にルーブリックの設定方法の実践を目
指した研究を所属機関の附属小学校、附
属中学校との協力のもとで活用の実現
性への提言を行った。 
 

(2) 課題Ⅱ：評価規準表の作成と評価方法の

開発 

① 平成22年度に公表された指導要録の評価

の観点と学習指導要領との関係を分析し、

改善のポイントと学力の関係を分析した。

これをもとに平成23年度に発表された国

立教育政策研究所「特定の課題に関する

調査（図画工作・美術）」を分析し、問題

の作成や解答類型の設定方法について分

析した。小学校では、小学校現場の教員

が解答類型を用いて学力評価を行うこと

が可能であることが分かった。中学校美

術科では、特定課題を用いて教員の評価

力向上が図れることが明らかになった。

一方で、特定課題や解答類型を用いた評

価では、評価の実施者が“大人の思う『豊

かな発想』を評価してしまう”“子どもの

『発想』が問題の条件や解答類型によっ

て左右される”などの感想を持つことが

分かった。調査問題や方法の改善、解答

類型の開発、海外との比較等を視野に入

れた研究が必要であることが判明した。  

② 小学校図画工作や美術科で、児童生徒が

表現や鑑賞の活動を行う際に相互行為分

析を行う視点を整理し、学会等で成果を

発表した。特に、児童画の評価について

は、奥村高明『子どもの絵の見方 子ど

もの世界を鑑賞するまなざし』東洋館出

版（2010）としてまとめ出版した。さら

に相互行為分析を行う際の手がかりとし

て英国テート美術館が提案する「アート

への扉」の方法論を翻訳し、奥村高明・

長田謙一監訳、「美術館活用術～鑑賞教育

の手引き～」として出版した。 

③ 平成24年度は特に課題Ⅰ及び課題Ⅱに関

する調査と研究の成果をまとめ、A4カラ

ー６ｐのパンフレット（2000部）として

出版し、関連する学会や教育関係者に配

布した。 
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